
イ

ノ

シ

シ

の

警

戒

心

は

強

く

、

本

来

人

前

に

姿

を

現

す

動

物

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

臆

病

な

性

格

か

ら

環

境

の

変

化

に

敏

感

で

、

ち

ょ

っ

と

し

た

変

化

に

警

戒

心

を

抱

き

ま

す

。

一

方

で

大

胆

な

面

も

あ

り

、

単

な

る

お

ど

し

に

は

す

ぐ

に

慣

れ

て

し

ま

い

ま

す

。

記

憶

力

は

高

く

、

一

度

「

エ

サ

」

に

あ

り

つ

け

た

田

畑

に

は

何

度

も

侵

入

し

ま

す

。

大

き

く

な

っ

た

イ

ノ

シ

シ

は

体

重

が

100

㌔

を

超

え

、

オ

ス

は

大

き

な

牙

が

出

ま

す

。

ま

た

、

メ

ス

は

一

年

に

一

度

、

平

均

4

頭

か

ら

5

頭

の

子

供

を

産

み

、

繁

殖

力

も

旺

盛

で

す

。

ま

た

、

運

動

能

力

や

学

習

能

力

も

高

く

、

成

獣

で

は

助

走

な

し

に

120

㌢

。

子

イ

ノ

シ

シ

で

も

70

㌢

ジ

ャ

ン

プ

す

る

こ

と

も

で

き

ま

す

。

70

キ

ロ

グ

ラ

ム

の

も

の

を

鼻

で

持

ち

上

げ

る

こ

と

も

で

き

る

そ

う

で

す

。

イ

ノ

シ

シ

の

好

物

は

サ

ツ

マ

イ

モ

や

ス

イ

カ

、

稲

、

果

物

な

ど

の

農

作

物

や

、

昆

虫

の

幼

虫

、

ヘ

ビ

、

ミ

ミ

ズ

な

ど

で

す

が

、

雑

食

性

で

家

庭

の

残

飯

な

ど

も

食

べ

ま

す

。

夜

行

性

の

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す

が

、

昼

間

行

動

す

る

昼

行

性

の

動

物

で

す

。

名

張

地

方

に

イ

ノ

シ

シ

被

害

が

大

き

く

な

り

始

め

た

の

は

、

平

成

に

入

っ

て

か

ら

だ

と

思

い

ま

す

。

昭

和

50

年

当

初

は

、

狩

猟

が

盛

ん

で

生

息

数

も

少

な

く

、

山

間

の

田

や

畑

を

チ

ョ

コ

ッ

ト

荒

ら

す

に

す

ぎ

ま

せ

ん

で

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

近

年

山

際

か

ら

離

れ

た

比

較

的

平

坦

な

地

域

に

ま

で

イ

ノ

シ

シ

被

害

が

広

が

り

、

大

き

な

被

害

を

出

し

て

い

ま

す

。

高

齢

化

や

担

い

手

不

足

で

、

次

第

に

農

業

か

ら

離

れ

、

か

つ

て

田

畑

で

あ

っ

た

場

所

は

、

竹

林

や

ぶ

が

ひ

ろ

が

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

山

の

手

入

れ

も

行

わ

な

く

な

り

山

は

荒

れ

放

題

。

こ

の

よ

う

な

場

所

は

イ

ノ

シ

シ

に

は

格

好

の

棲

み

か

と

な

っ

て

い

ま

す

。

耕

作

放

棄

地

や

竹

林

の

拡

大

は

、

イ

ノ

シ

シ

に

好

適

な

生

息

域

を

提

供

し

、

里

地

で

の

被

害

発

生

の

一

因

と

な

っ

て

い

ま

す

。

対

策

全

て

対

策

は

一

軒

で

や

る

よ

り

も

、

集

落

全

体

で

取

り

組

む

こ

と

が

重

要

で

す

。

『

収

穫

前

に

イ

ノ

シ

シ

に

浸

い

ら

れ

大

騒

ぎ

！

。

ド

ロ

ナ

ワ

式

で

柵

作

り

。

収

穫

が

す

む

と

「

喉

元

過

ぎ

れ

ば

ナ

ン

ト

ヤ

ラ

」

。

ま

た

、

秋

が

来

る

と

同

じ

こ

と

の

繰

り

返

し

。

こ

れ

で

は

イ

ノ

シ

シ

被

害

は

エ

ン

ド

レ

ス

』

。

侵

入

防

止

柵

の

設

置

は

、

最

も

効

果

的

な

方

法

の

一

つ

で

、

他

の

多

く

の

獣

に

も

効

果

が

あ

り

ま

す

。

侵

入

防

止

柵

と

言

っ

て

も

、

板

状

の

も

の

、

網

状

の

も

の

、

電

気

柵

な

ど

様

々

な

も

の

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

に

一

長

一

短

が

あ

り

ま

す

。

代

表

的

な

も

の

と

し

て

、

ト

タ

ン

板

な

ど

で

囲

ん

だ

も

の

が

あ

り

ま

す

。

ト

タ

ン

板

柵

は

比

較

的

廉

価

で

視

覚

を

遮

断

す

る

の

で

イ

ノ

シ

シ

柵

に

は

最

も

適

し

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

さ

ま

ざ

ま

な

資

材

が

市

販

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

現

場

に

あ

わ

せ

て

正

し

く

使

用

し

ま

し

ょ

う

。

因

み

に

、

名

張

市

で

の

シ

カ

、

イ

ノ

シ

シ

の

捕

獲

頭

数

は

次

の

通

り

で

す

。

（

名

張

市

農

林

資

源

室

調

べ

）

平

成

24

年

4

月

～

10

月

シ

カ

１

１

３

頭

イ

ノ

シ

シ

２

６

頭

平

成

25

年

4

月

～

7

月

シ

カ

１

４

４

頭

イ

ノ

シ

シ

３

２

頭

「「「「

野野野野

生生生生

獣獣獣獣

にににに

よよよよ

るるるる

農農農農

林林林林

産産産産

物物物物

へへへへ

のののの

被被被被

害害害害

にににに

つつつつ

いいいい

てててて

考考考考

ええええ

るるるる

フフフフ

ォォォォ

ララララ

ムムムム

」」」」

を

９

月

17

日

伊

勢

安

土

桃

山

文

化

村

に

於

い

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

名

張

か

ら

も

行

政

関

係

者

を

は

じ

め

、

農

業

委

員

会

、

猟

友

会

、

モ

ン

キ

ー

ド

ッ

グ

倶

楽

部

か

ら

多

数

参

加

。

三

重

県

で

は

、

平

成

22

年

度

か

ら

毎

年

９

月

を

「

野

生

鳥

獣

に

よ

る

農

林

水

産

物

へ

の

被

害

に

つ

い

て

考

え

る

月

間

」

と

定

め

、

野

生

鳥

獣

と

の

共

存

を

図

り

な

が

ら

、

農

林

産

物

へ

の

被

害

対

策

を

行

う

こ

と

の

重

要

性

に

つ

い

て

考

え

る

を

目

的

と

し

て

、

啓

発

活

動

と

併

せ

た

フ

ォ

ー

ラ

ム

を

開

催

し

て

い

ま

す

。

（

写

真

＝

挨

拶

さ

れ

る

鈴

木

知

事

）

『『『『

野

生

の

ニ

ホ

ン

ザ

ル

は

、

群

れ

を

つ

く

っ

て

集

団

で

一

定

の

行

動

範

囲

の

中

を

、

常

に

エ

サ

を

求

め

て

遊

動

を

し

て

い

ま

す

。

（

一

部

は

離

れ

サ

ル

と

な

っ

て

単

独

行

動

）

7

月

の

は

じ

め

頃

か

ら

Ｂ

1

･

2

の

所

在

が

的

確

に

把

握

で

き

な

く

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

ど

う

や

ら

群

れ

分

か

れ

し

た

模

様

で

す

。

Ｂ

群

で

は

い

ま

何

が

起

こ

っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

集

団

内

で

の

権

力

争

い

。

人

間

社

会

と

の

軋

轢

（

追

い

払

い

の

強

化

）

。

エ

リ

ア

内

の

エ

サ

不

足

。

こ

れ

ら

が

重

複

し

て

分

裂

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

発

信

器

Ｂ

１

・

２

装

着

の

集

団

は

遠

く

離

れ

た

宇

陀

市

菟

田

野

町

周

辺

で

電

波

と

15

～

16

頭

の

個

体

も

確

認

（

宇

陀

市

職

員

廣

田

氏

）

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

9

月

18

日

、

山

田

彩

氏

（

近

畿

中

国

四

国

・

農

業

研

究

セ

ン

タ

ー

）

が

現

地

に

入

り

宇

太

水

分

神

社

付

近

で

も

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

同

日

、

古

川

氏

と

同

行

し

菟

田

野

町

周

辺

を

地

元

の

情

報

を

得

な

が

ら

巡

視

。

残

念

な

が

ら

確

認

す

る

こ

と

が

出

来

ま

せ

ん

で

し

た

。

地

域

の

人

の

話

に

よ

る

と

「

７

月

中

旬

か

ら

サ

ル

の

目

撃

情

報

が

急

に

多

く

な

っ

た

」

。

確

実

な

頭

数

は

今

の

と

こ

ろ

解

り

ま

せ

ん

が

、

菟

田

野

町

周

辺

は

無

防

備

で

サ

ル

に

と

っ

て

非

常

に

環

境

の

良

い

地

域

で

す

の

で

、

B

群

の

大

多

数

が

移

動

し

た

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

ま

す

。

Ｂ

郡

エ

リ

ア

に

は

、

頭

数

は

不

明

で

す

が

、

B

３

群

と

ハ

ナ

レ

ザ

ル

が

元

通

り

遊

動

を

し

て

い

ま

す

の

で

、

今

ま

で

通

り

の

警

戒

は

必

要

で

す

。

追

い

払

い

の

強

化

は

結

果

と

し

て

群

れ

の

分

裂

を

招

き

分

裂

群

を

他

地

域

に

追

い

出

し

て

、

被

害

地

域

拡

大

に

つ

な

が

り

ま

す

の

で

無

謀

な

追

い

払

い

は

避

け

て

下

さ

い

。

ニ

ホ

ン

ザ

ル

は

こ

れ

か

ら

交

尾

期

を

む

か

え

ま

す

の

で

、

な

に

か

変

化

が

見

ら

れ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

今

後

は

、

集

団

の

行

動

を

注

意

深

く

見

守

っ

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

農

林

資

源

室

で

は

、

今

年

度

個

体

数

調

査

（

10

月

下

旬

～

11

月

上

旬

）

を

行

う

予

定

に

な

っ

て

い

る

の

で

、

個

体

数

確

認

の

う

え

対

策

を

考

え

た

い

と

云

っ

て

い

ま

す

。

指

南

員

報

告

９

月

の

サ

ル

の

動

向

Ａ

群

は

、

先

月

ご

ろ

ま

で

夏

野

菜

が

豊

富

に

あ

っ

た

た

め

集

落

、

地

域

に

出

没

し

て

被

害

の

報

告

が

し

ば

し

ば

聞

か

れ

た

が

、

野

菜

が

少

な

く

な

っ

た

今

月

ご

ろ

か

ら

、

栗

、

柿

等

を

狙

っ

て

青

蓮

寺

湖

と

比

奈

知

湖

を

往

来

す

る

日

が

多

く

な

っ

て

い

る

。

Ｂ

群

は

先

月

ご

ろ

か

ら

不

明

の

Ｂ

１

．

Ｂ

２

の

発

信

機

の

サ

ル

の

群

れ

が

菟

田

野

方

面

へ

分

裂

、

移

動

し

た

も

よ

う

で

あ

り

，

Ｂ

３

の

発

信

機

の

サ

ル

の

群

れ

に

つ

い

て

も

受

信

す

る

も

の

の

、

群

れ

を

目

視

で

き

な

い

日

が

つ

づ

い

て

い

る

。

農

作

物

の

被

害

の

報

告

も

殆

ど

聞

か

れ

な

い

。

ハ

ナ

レ

サ

ル

の

出

没

が

以

前

よ

り

多

く

聞

か

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

★

９９９９
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イ

ノ

シ

シ

を

知

っ

て

被

害

を

防

ご

う

イ

ノ

シ

シ

に

よ

る

被

害

は

山

間

地

が

大

半

だ

っ

た

が

、

近

年

山

際

か

ら

離

れ

た

比

較

的

平

坦

な

地

域

に

ま

で

イ

ノ

シ

シ

被

害

が

広

が

っ

て

い

ま

す

。

被

害

の

形

態

は

、

食

害

の

他

、

踏

み

荒

ら

し

で

あ

り

、

作

付

け

期

か

ら

収

穫

時

期

ま

で

長

期

に

わ

た

っ

て

発

生

す

る

た

め

、

耕

作

意

欲

に

も

大

き

く

影

響

し

て

い

ま

す

。

現

在

の

被

害

状

況

を

軽

減

さ

せ

る

た

め

に

は

、

集

落

の

耕

作

地

周

辺

に

生

息

す

る

個

体

を

捕

獲

す

る

方

法

以

外

に

策

が

な

い

よ

う

に

思

い

ま

す

。

サルの出没状況

名張A・B群

名名名名張張張張BBBB群群群群エエエエリリリリアアアア

宇宇宇宇太太太太水水水水分分分分神神神神

室室室室 生生生生

BBBB１１１１・・・・２２２２群群群群


